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タブレットについて、クロームブックが導入されているが、保護者
から聞いた話では親がクロームブックに慣れておらず、子どもに
聞かれても教えられないと聞いている。保護者にもタブレットの
使い方を勉強してもらう機会があるといいのではないか。

　タブレット端末が学校に導入されて２年以上が経過し、授業や
家庭学習、学校からのお便りや通知の配信等、タブレットは日常
的に活用するツールとなりました。その結果、児童生徒や教職員
の活用スキルが大きく向上し、保護者向け研修会の要望等はあ
りませんでした。ＩＣＴ機器の扱いに慣れていない保護者に対して
は、学校が個別に対応しています。
　学校では、さらに効果的な活用に向けて研修を継続していきま
す。

学校教育課

子育てアプリなどはなかなかダウンロード数が増えず、とにかく
周知方法を徹底するという対応が前面に出ているが、アプリは
コンテンツありきだと思うので、どういったコンテンツが含まれて
いるかということを考えたらいいのではないか。

利便性向上を目的として、令和5年4月25日にアプリのリニューア
ルを行い、アプリ名を「みどり市子育てナビ」としました。新たに、
予防接種漏れや接種間隔ミスを防ぐことができる「予防接種AIス
ケジューラー」や月齢に合わせておすすめの食材が表示される
「離乳食サポート」などの機能が追加されました。
また、保育園等や小学校の児童全員へチラシを配布したり、桐生
みどりフリモに掲載するなど、広く周知しました。

こども課

はたらく場

「みどり市の特性を活かした地域雇用の拡大」で、成果指標に
「新規求人数」を設定しているが、一般的な求人数では「特性を
活かした雇用」は測れないのではないか。この指標では、何を
やっているのかわからない。

基本目標ごとに設定している成果指標については、市の様々な
地域資源を活用した雇用の拡大について、施策全体の取り組み
による達成状況を定量的に把握できるよう一般的な求人数を設
定しており、農業や林業の従事者数については、施策の成果指
標に設定しています。
わかりにくいというご指摘でありますので、今後の総合戦略の見
直しに向け、よりわかりやすい成果指標の設定や表記方法等に
ついて検討を進めてまいります。

企画課

教育環境

結婚・子育て
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民間協働

「ボランティア・NPO活動をしている市民の割合」が低下している
ことについて、ボランティア活動は団体でやっている人も多いと
思うが、コロナ下で行動が制限される中で、それぞれ団体内で
対応を考えていると思うが、一つの団体の中で考えられること
は少ない。例えば桐生市にはボランティア団体をサポートする
事務局があるが、そうした気軽に相談に行けるようなところがあ
ると、ボランティア活動がしやすくなるのではないかと感じてい
る。

令和5年度より、地域課題の解決や地域の活性化、市民活動団
体の育成、市民サｰビスの向上を図るため団体への支援を実施
するための補助金事業を開始いたしました。
また、地域活動や団体同士の横の繋がり、連携を深めるきっか
け作りとして、市民活動講演会や市民団体による活動発表会を
計画しています。なお、市役所の担当課である地域創生課が相
談窓口として活動の支援を行っております。協議会設立に向けて
は、先進地の研究等行いながら準備を進めてまいります。

地域創生課

交流推進

ふるさと納税件数は、みどり市の規模であればもっと増やせると
いうことが以前から指摘されているが、令和３年度実績では急
増している。さらに増やせるとも思うが、この急増した要因は
ポータルサイトが増えたこと以外にどう分析しているか。
ふるさと納税件数は増加してきており、めざそう値の設定が低
い状況になっている。事業の実績を分析するにあたり、工夫が
あると良い。

ふるさと納税専用サイト2サイト（ANA、JAL）に新たに掲載を開始
し、現在5サイトで寄附金を受付を行っています。加えて「上州牛
ハンバーグ」や「ビーズクッション」等の新規返礼品の充実が寄附
申込みの増加要因として考えられます。
また、特産品創出事業が令和4年度から4年間、開始されました。
令和4年度に同事業で創出された商品10品目につきましては、新
規返礼品として登録しました。
今後も、みどり市の特産品の見せ方を工夫し、寄附したくなる情
報発信の取組を行ってまいります。

地域創生課


